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人生への投資

入学おめでとうございます。高専生活を区切りとし、２年間の専攻科生活が始まりますね。新入生には、これまで以上に自主・自律の気持ちを
持って学業に臨んで欲しいと願います。さて、自分の資産とは何か、考えたことはありますか？ 私も大学生の頃に、企業への就職活動をしてい
た時期があります。その時に思ったのが、自分の価値とは何か、自分の資産とは何か、でした。親族が富豪でもなく、金銭的な資産があるわけ
でもなく、自分でできることをよくよく考えたとき、“学び”しかないと思って大学院に進学しました。今のところ、富豪にはなれていないから、この
選択が正しかったのかどうか、結論は避けますが、まだ人生は続くから答えは未来にあることにしておきます。皆さんに伝えたいのは、“学び”は、
自分の意思で行うものであって、その前提の元では決して無駄にはならないということです。某テレビ番組で、「ぼーっと生きてんじゃないよ」と
いう流行語がありましたが、自分で物事の本質を考え、行動する意識が大切だと思います。そしてこの事が、他人への思いやりや、周囲から信
頼される自分を築くことに繋がります。是非、自ら有意義な２年間となるように心がけてください。

文事ある者は武備あり

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんが新たな一歩を踏み出した２０２０年は日本にとっても節目となる年です。ラグビーワー
ルドカップの興奮や、東京オリンピックへの期待の一方で、風水害や新型ウイルスの蔓延、ポピュリズムに傾く世界の国々など、良いことも不安
なことも織り混ざって始まった令和の世界は、これまで経験したことのないような未知の世界です。何が起こるのか見通せないこの世界を生き
てゆく皆さんには、文と武の両方をバランスよく備え、不測の事態にも臨機応変に立ち向かう強さと柔軟さが求められます。心技体が大きく成長
する１５才からを、ここ富山高等専門学校で過ごす決意をした皆さんを、ご家族の方々とともに、先輩や教職員が応援・支援します。勉学のみな
らず部活動や留学、社会貢献など、あらゆる機会に積極的に挑み、それぞれの希望に向かって研鑽を重ね、実践的な専門家として大きく成長さ
れることを期待しています。

創意・創造

新入生の皆様、入学おめでとうございます。本校での5年間の学生生活で皆さんが大いに成長してくれることを期待しています。また２～5年
生の皆さんは、今年度の新たな目標に向かって邁進するとともに、新たなことに意欲的に挑戦してもらえたらと思います。
本校の教育理念の第一番目は、「創意・創造」です。これは新しい考えを提案し、新しいものを作り出すということであり、それは若者の象徴
でもあります。既存の方法にとらわれないアイデアの提案・実現には、失敗を恐れない勇気が必要です。そのエネルギーの源は、人間の欲望か
らくるのではないでしょうか。もっと楽に、短時間で、効率よく、そしてもっとおもしろいものにするためにはどうしたらよいか、それらが「創意・創
造」の活力になっているように思います。ただしそれを実現するためには、知識と経験、技術さらには熱意と根性、他者との協力や、試行と修正
など、多大な力とエネルギーが必要になります。しかし「創意・創造」の達成には、その苦労を補ってあまりある喜びがあります。本校での勉強や
経験を通して、現状に満足せず、「創意・創造」への挑戦をいとわないエネルギッシュな人間に育ってもらえたらと願っています。

広い世界へ飛び出そう

ご入学おめでとうございます。いまみなさんは、目の前で人生の新たな扉が開くのを実感し、わくわくしていることと思います。不安や心配もある
でしょうが、思い切って隣にいる同級生に声をかけてみましょう。また、先輩や先生方がやさしい声をかけてくれると思います。
この富山高専で、大いに学び、大いに楽しんでください。しかし、勉強や学問は簡単ではありません。これまでは、答えが決まっている問題を解く
ことがほとんどだったかもしれませんが、これからは自ら問いを作り、自分なりの答えを導くことが必要になります。そのためには考える力が必要
です。勉強して自分が変われば、見える世界が変わってきます。視野が広がれば、世界は何倍にも彩り豊かなものに見えるでしょう。また、できれ
ば海外にも足を運び、様々なことを感じ取り、考えてほしいと思います。
みなさんと一緒に学べることを楽しみにしています。

蓋のない箱

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。これから高専生としての生活が始まります。高専は15歳から専門を学ぶことが特長です。また、
3年修了時に大学受験がないことも大きな特長です。例えると高専は「蓋のない箱」です。普通高校のように大学受験という蓋がついた箱の中
では皆同じ勉強をし、できるだけ偏差値の高い大学に入ることを目指します。高専では学生は箱の外に出ることができます。箱の外に出れば企
業を知ることができ、外国を見ることができ、そして大海原に出ることができるのです。箱の外では試練が待っていて、それを乗り越えるたびに
自分で考える力が身に着きます。それが個々の強みとなるはずです。ただし、箱の外に飛び出すのは簡単なことではないかもしれません。箱の
外で多くのことを経験してきた上級生を参考にし、あるいは実社会を経験した先生と話をしてきっかけをつかんでください。
近い将来、人工知能やロボットに多くの仕事が取って代わられ、想像もできない仕事が待っていると言われています。このような時代だからこ
そ多くの学生に箱の外に飛び出してもらいたいと思います。せっかく高専に入ったのですから。

新入寮生の皆さんへ

新入生の皆さんご入学おめでとうございます。また、新入寮生の皆さんは入寮おめでとうございます。これから始まる学生寮での生活に期待
と不安を抱いていることと思います。
仰岳寮は、150名規模の小さな寮です。小規模であっても、寮生活は集団生活です。自分勝手な行動は周りの寮生に迷惑をかけることにな
るので、十分注意して行動してください。日々の生活においては、週番、風呂掃除、共有スペースの掃除等、新入寮生がしなければならない仕事
も多く、時間の制約もあります。多くの制約があっても時間をやりくりして、勉学、部活動等に励んでください。全寮生が参加するイベントも毎月あ
ります。歓迎会、球技大会、ボランティア活動、焼き肉会、予餞会等です。これらのイベントの準備や後片付けも新入寮生の仕事となります。大変
なことが多い寮生活に聞こえますが、これらのイベントや日々の生活を通して、寮生の縦と横の結束力が築かれていきます。
最初は大変だと感じても、すぐに慣れて寮が好きになります。新入寮生諸君が先輩寮生や同級生としっかりコミュニケーションをとり、一年一
年成長し５年間の有意義な寮生活を送れるように私たち教職員もサポートします。頑張ってください。

未来を選択するカレッジライフ

新入生の皆さん、ご入学誠におめでとうございます。
ここに、新たに皆さんのような多くの志の高い学生を本校に迎え入れられることは、これまで皆さん
を支えてこられ、そして入学を待ち望んでおられたご家族ばかりでなく、私共教職員にとっても大きな
喜びです。
我が国は世界に冠たる科学技術立国であり、四面を海に囲まれた海洋国家です。また富山県は、
多くの優良企業を有する工業県であり、世界で最も美しい湾の一つである富山湾を有する海洋県で
す。
富山高等専門学校は、平成21年10月に国立高等専門学校の高度化再編により、富山工業高等
専門学校と富山商船高等専門学校が統合して創立され、科学技術・海洋に関連する高度な研究を
行っている国内有数の高等教育研究機関です。人生の中で極めて成長著しい15歳から22歳までの
期間に、先端的研究者による早期の基礎専門教育を行っております。すなわち「15歳からはじまるカ
レッジライフ」をもって、我が国及び富山の将来を導くため、科学技術・海洋の分野で「イノベーション
を創出する人材、グローバルな世界で活躍する人材、そして社会に貢献する人材」を輩出している学
校だということです。

皆さんは、本校におけるカレッジライフの中で、自分の未来をどのように構築するのか、人生の選択肢の中からきちんと選択して
いかなければなりません。
本校のカレッジライフには、基礎・基本となる授業や実験実習だけでなく、クラブ活動やサークル活動が、寮に入る学生には寮の
共同生活、また国際感覚を身につけることができる全国でも有数の国際性豊かな学びの環境があります。皆さんは自分の未来の
選択をするための十分な知識と経験を得ることができるはずです。
我が国は今後、少子高齢化による産業界の縮小などとともに今後一層激しくなる物流構造変化、環境要因、経済的・社会的変
化及び膨大なビッグデータを活用するIoT技術・深層学習型次世代AI技術など、産業構造そのものを変えてしまうような新技術の
展開に立ち向かわなければなりません。
新入生の皆さんが、本校の恵まれた環境の中で、社会に出てからはなかなかできない経験にチャレンジし、今後の社会変化にも
対応しながら、自分の未来をきちんと選択できる人間に大きく成長されることを、我々教職員一同は心から願っています。

自分で考え、努力して下さい

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。
本校の教育理念の一つが自主・自律です。何かを決めるとき、自分で考え、自分で決め、決めたことを自分の意志で実行していく姿勢を身に
着けてもらうよう、期待しています。
本校では、中学校よりも勉強が難しくなる上に、他の高校に進学した友人たちよりも早く、専門的なことを学ぶことが求められます。時には、
「面倒くさい」ですとか、「難しすぎる」などと思うかもしれません。しかし、本校に入学することは、誰かのアドバイスはあったとしても、最終的には
皆さん自身が決めたはずです。また、本校での勉強は皆さんが社会に出てからも必ず役立つものです。本校に入学しようと決断した時のことを
思い出し、また入学直後の今の新鮮な気持ちを忘れずに、努力を継続するようにしてください。教職員はいくらでもその手助けをします。
着実に新しい技術が生み出され、私たちの社会は今後さらに変化していくものと思います。本校のカリキュラムに沿って勉強することを通じ、
皆さんが知識、技術、能力を身に着け、よりよい社会の実現に貢献できる人材に育たれることを祈っております。

寮生活の極意

新入生の皆さんご入学おめでとうございます。重ねて入寮生の皆さんには入寮おめでとうございます。これからの学生寮の生活に期待と不
安を抱いていることと思います。どんなに憧れていた夢でもそれが実現したときには、往々にして想定外の試練がついてくるものです。学校にお
いては、全国から集まった精鋭たちと競い合う通称入学おめでとうテストや高度な専門科目の授業などがそれに当てはまるかもしれません。
和海寮では男女合わせて200名以上の寮生が生活をしています。寮生も宿日直を行う教員も出身や国籍は様々です。寮生活では自分の思
い通りにならないこともたくさんあるでしょう。自室の掃除や洗濯に加え週番や共有スペースの掃除など日常的に寮生がしなければならない仕
事は多く、時間等の制約もあります。日本各地そして海外から集まった仲間たちと円滑な共同生活を送るためには、人と人との適切な距離感を
掴むことも必要です。物理的な距離感もそうですし、心的な距離感も大切です。自分がよかれと思ってしたことが相手にとってはそうではなかっ
たということもあるでしょう。
使い古された言葉ですが「人に優しく、自分に厳しく」寮生活の極意がここにあるような気がします。共に自分磨きのvoyage(旅)を楽しみま
しょう。
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第１学年４組担任 / 山村啓人 / 射水キャンパス

Be ambitious

新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。数多くの学校の中から、本学への進学を選択してくれたことをうれしく思います。その決断力
と行動力を本学での学生生活において遺憾なく発揮していただければと強く願います。高専は中学校や高校よりも期間が長く、受験勉強も無い
ことから、気を抜くとだらけた生活を送ってしまい勝ちです。卒業時に振り返って、高専生活で自分は何を達成したのだろうか？と後悔しないため
にも中長期の目標を定めて、計画し、行動し、節目には必ず振り返り、計画の改善を図ってください。改善を図るとは、自己で判断して最適な行動
を選択できる、もしくは知識を組み合わせて新たな手法を創造できるということです。それは別の言葉に置き換えると「守破離」と言います。気に
なったら調べてみてください。学生とは何かを常に意識し、くれぐれも形無しではなく次世代を牽引することができる「型破り」な人材となれるよう、
自分の生涯における礎を築いていただきたいです。

第１学年２組担任 / 豊嶋剛司 / 本郷キャンパス

何を掴むかはあなた次第

皆さんの入学した高専では、５年ないし７年もの間、途中大学入試等に煩わされずに、自身の可能性を存分に追究できます。しかし、その長い
ようで実は短い貴重な時間に、何が掴みとれるかは、人によって随分違うように思います。同じものを見、同じことを聞き、同じ体験をしたとしても、
そこから何が掴みとれるかは、学生の皆さん各々の有するアンテナの感度によって、随分と違うのです。そこで皆さんには、いつでも感度良好のア
ンテナを四方に張り巡らし、貪欲にさまざまなことを吸収し、自分を外へ外へと押し開いて、自身の可能性を追究してほしいと願います。教員や学
校は皆さんにそのきっかけを与えることしかできませんから、何を掴むかはまさに皆さん次第なのです。どうか意識のアンテナを磨き続け、失敗を
恐れず、さまざまなことに果敢に挑戦し、ぜひ自らの手で何ごとかを掴みとってください。

第１学年１組担任 / 足立繭子 / 本郷キャンパス

５年間の始まり

１年生の皆さん、ご入学おめでとうございます。今は新しい生活への期待と不安でいっぱいかと思います。高専はどちらかというと一般的な進
路ではありません。いろいろな情報を耳にして高専を選択された方も多いと思いますが、実際に入学すると、こんなはずではなかった、ということ
があるかもしれません。しかし、どんな進路を選んでも、100％満足することはないと思います。そういう場合はいろいろな先生、先輩に相談してみ
てください。多様な価値観を持つ人間がいるのが高専の特徴です。既定の概念に囚われず積極的にチャレンジしてみて下さい。きっと新しい喜び
や出会いがあると思います。この５年間は皆さんが大きく成長する期間です。ひとりひとりにとって実り多い時間になるよう願っています。

第１学年６組担任 / 河合 均 / 射水キャンパス

「人」に学び、「人」を磨く

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
新型ウィルスの感染拡大で社会全体が大きな影響を受ける中、皆さんは入試を勝ち抜き、晴れて富山高専に入学されました。これまで支えて
下さった方々に感謝し、入学の喜びを忘れずにたくましく成長して欲しいと思います。皆さんが落ち着いて学校生活を送ることができるよう、担任
として精一杯頑張りますのでよろしくお願いします。
さて、本校の学習面での特徴は早い段階からの実践的専門教育にあります。実験・実習は班単位で行われ、班員同士の協力や工夫、意思の
疎通が求められます。また、怪我や事故防止のため、注意力が必要となります。提出課題が多いのも特徴的です。
本校では諸活動を通して自分を見つめ、社会に役立つ技術者となるためには何をすべきか、自分の将来はどうあるべきか等について、時間を
かけて考えることができます。このような利点を生かし、多くの「人」に学び、自分という「人」を磨いていって下さい。

第１学年３組担任 / 高越義一 / 本郷キャンパス
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本郷キャンパス 〒939-8630 富山市本郷町13番地 TEL 076-493-5402

射水キャンパス 〒933-0293 射水市海老江練合1番2 TEL 0766-86-5100

学校連絡先 【本郷キャンパス】 【射水キャンパス】

代表連絡先
〒939-8630 富山市本郷町13番地
TEL 076-493-5402  FAX 076-492-3859

〒933-0293 射水市海老江練合1番2
TEL 0766-86-5100  FAX 0766-86-5110

欠席・遅刻の連絡 教務課 ：TEL 076-493-5405 教務課 ：TEL 0766-86-5145

授業料免除・奨学金
課外活動

学生支援課 ：TEL 076-493-3590 学生支援課 ：TEL 0766-86-5135

学生寮関係 学生支援課 ：TEL 076-493-5499 学生支援課 ：TEL 0766-86-5133

FAXによる連絡 教務課 ：FAX 076-493-5488 学生支援課 ：FAX 0766-86-5130

＜教務主事補＞
白川英観（機械） 秋口俊輔（電子情報）
石田文彦（電気制御） 清 剛治（国際）
篠﨑由紀子（物質） 向瀬紀一郎（商船）
山腰 等（一般教養本郷） 山本有希（一般教養射水）

＜学生主事補＞
田尻智紀（機械） 早勢欣和（電子情報）
井澤正樹（電気制御） 塩見浩介（国際）
中島栄次（物質） 布目明弘（商船）
横山恭子（一般教養本郷） 大竹由記子（一般教養射水）

＜寮務主事補＞
喜多正雄（機械） 門村英城（電子情報）
西島健一（電気制御） 海老原毅（国際）
山岸正和（物質） 檜谷亮一（商船）
笠谷昌弘（一般教養本郷） 大橋千里（一般教養射水）

久保陽子（一般教養射水）

学級担任一覧

■ 役職者一覧 ■ 学生相談室から

■ 主事補一覧

3月31日付

辞職 国際ビジネス学科 准教授 那須野育大（大阪産業大学経営学部へ）

辞職 一般教養科 助教 仁木康浩（尚美学園大学スポーツマネジメント学部へ）

転出 総務課長 池田裕計（富山大学へ）

転出 管理課長 村道俊一（富山大学へ）

転出 学務課長 戸田克己（愛知教育大学へ）

4月1日付

採用 一般教養科 講師 久保陽子（国語担当）

採用 一般教養科 助教 中村祐太郎（保健体育担当）

採用 商船学科 助教 布目明弘

採用 練習船若潮丸 助教 関口直人（一等航海士）

転入 総務課長 新木裕一（富山大学から）

転入 管理課長 松田義弘（富山大学から）

転入 学生支援課長 麻草 歓（文部科学省から）

配置換 機械システム工学科から一般教養科へ 准教授 豊嶋剛司

配置換 本校から奈良工業高等専門学校へ 研究高度化推進センター 准教授 太田孝雄

（人事交流）

配置換 久留米工業高等専門学校から本校への復帰 国際ビジネス学科 教授 西原雅博

（人事交流の派遣期間満了）

配置換 学生課長から教務課長へ 新井 浩

■ 人事異動

校長

たかまさ ともじ

賞雅寛而

令和２年度の学生相談室は、以下の態勢で学生諸君のサポートに当たります。
高専の学生生活の中で、勉強や進路のこと、クラスや部活動や学生寮のこと、友人や家族や

教員との関係、自分の体調や生活状態や気持ちの不調など、悩みや困りごとが生まれることは
絶えないと思われます。そのような時に学生諸君の手助けをするのが学生相談室です。相談担
当の教員たちや看護師、また専門のカウンセラー（来校曜日と時間は下記）が学生諸君の話
相手となり、問題となっている事態を動かすためにどんな方策がありうるかを学生諸君と一緒
に考えてゆきます。相談内容については守秘義務を厳守します。
困った時に頼りにできるのが友達や担任の先生だけでなく、学生相談室のスタッフたちもそ

こにいることを心に留めてください。悩みの相談だけでなく、勉強を教わりたい人、なんとなくお
しゃべりしたい人も歓迎します。ささいなことでも結構ですから、安心してお話しに来てください。
なお、保護者の方からの学生に関する相談も受けています。

【本郷キャンパス】
◎相談室員（担当教員）
機械システム工学科 増山圭一 電気制御システム工学科 古川裕人
物質化学工学科 後藤道理 一般教養科 紙谷 智 宮崎真矢（室長）
相談時間 月～金曜 15:30～17:00 相談場所 各教員の部屋、学生相談室
◎カウンセラー
坂本美奈子 長瀬真由美
相談時間 火木金 10:00～17:00 水 13:00～17:00
相談場所 学生相談室
◎相談を希望する場合の連絡先
TEL 076-493-0533 （保健室）
カウンセラーへの相談は、保健室で予約をしてください。

【射水キャンパス】
◎相談室員（担当教員）
商船学科 向瀬紀一郎 電子情報工学科 早勢欣和
国際ビジネス学科 宮﨑衣澄（副室長） 一般教養科 大橋千里 久保陽子
相談時間：火・金曜 15:30～17:00 相談場所：学生相談室（保健室の隣）
◎カウンセラー
黒川敦子 長瀬真由美
相談時間：月水 10:00～17:00 木 13:30～17:00
相談場所：学生相談室（保健室の隣）
備考：試験期間中、長期休業中も事前連絡いただければ対応させていただきます。
◎相談を希望する場合の連絡先
TEL 0766-86-5140（保健室） メール soudan@nc-toyama.ac.jp
カウンセラーへの相談は、保健室で予約をしてください。

■ KOSEN健康相談室
TEL 0120-502412 24時間年中無休・無料相談受付
（学校名を告げる必要がありますが、匿名で相談できます）

「専門知識・技術を有し、将来、研究開発やビジネスをリードする能力を有した
人材の育成」
高等専門学校の目的は「実践的・専門的な知識・技術を有する創造的な人材
の育成」です。この目的に沿って、学生の一人ひとりの希望と社会のニーズに
適合した人材、特に地域産業界において研究開発やビジネスをリードできる人
材の育成に努めます。

「自ら考え、主張し、行動する主体性を有した人材の育成」
社会で専門知識・技術を活かすには、自分の考えを人に伝え、周囲の協力を
得ながら行動することが重要です。そのためまず自分の頭で考えることのでき
る創意工夫の態度を持った人材、さらに主体性を持って行動することのできる
人材の育成に努めます。

「豊かな教養と倫理観を有し、他者や地球との共生の精神を有した人材の育成」
研究開発やビジネスをリードするには、技術やビジネスが社会や自然に及ぼす
影響や効果を理解し、技術者やビジネスパーソンが社会に負っている責任に
ついて認識することが重要です。そのため、技術者倫理を尊重し、また自然や
地球との共生の精神を持った人材の育成に努めます。
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無限の可能性と有限個の選択

今みなさんの目の前には無限の可能性が広がっています。と、若者に対するメッセージで述べられることがあります。もちろんそれはその通りで、
これからあなたが何をするのか、何が達成できるのか可能性は（未知という意味で）無限大です。あなたがこれから何を選ぶのか、その選択肢
は無限にあります。しかし、一方でその無限の選択肢の中から実際に選択し実行・実現できるのは高々有限個であることも忘れてはいけません。
だからといって、目先の損得だけで物事を判断し最初から打算的に無難なことばかりを選択して小さくまとまっていくことが正しいとは私は決して
思いません。少なくともそんなことをするために今あなたはここ(富山高専)にいるのではありません。みなさんには大きな夢や希望、目標を持って
日々物事を取捨選択し行動してほしいと願っています。そのための場所として、富山高専を大いに活用してください。

第１学年５組担任 / 櫻井秀人 / 射水キャンパス

⑧⑦ ②

＜本科＞ 〇は学年代表 ＜本科＞ 〇は学年代表

機械システム工学科 電気制御システム工学科 物質化学工学科 商船学科

担任 担任

副担任 副担任

担任
石黒　農

（ソリューションセンター）
河原　治（一般教養） 高松さおり（物質） 担任 林　直人（一般教養）

副担任 森田康文（一般教養） 多田和広（電気制御） 中村祐太郎（一般教養） 副担任 中谷俊彦（商船）

3年 担任 浅地豊久（機械） 北村拓也（電気制御） 福田知博（物質） 担任 福留研一（商船）

4年 担任 吉川文恵（機械） 金子慎一郎（電気制御） 間中　淳（物質） 副担任 河合雅司（商船）

5年 担任 岡根正樹（機械） 百生　登（電気制御） 川淵浩之（物質） 4年 担任 松村茂実（商船）

高橋勝彦（機械） 古川裕人（電気制御） 後藤道理（物質） 5年 担任 山田圭祐（商船）

実習生 担任 西井典子（商船）

＜専攻科担当＞

本郷キャンパス 射水キャンパス 電子情報工学科 国際ビジネス学科

1年
足立繭子（一般教養）〇　　豊嶋剛司（一般教養）　　高越義一（一般教養）

1年
山村啓人（一般教養）　　櫻井秀人（一般教養）　　河合　均（一般教養）〇

森　康貴（物質）　　藤崎明広（電気制御）　　山本久嗣（ソリューションセンター） 宮崎衣澄（国際）　　水本　巌（電子情報）　　経田僚昭（商船）

星野朱美（一般教養）

伊藤　尚
（研究高度化推進センター）

長谷川博（国際）〇

2年 2年

近藤周吾（一般教養）〇 横田数弘（一般教養）

的場隆一（電子情報）
Charlton Bill Moananu

（一般教養）

池田英俊（機械）　　櫻井　豊（電気制御）　　峰本康正（物質） 的場隆一（電子情報） 萩原信吾（国際） 河合雅司（商船）

本郷キャンパス 射水キャンパス

　専攻科長：阿蘇　司（電子情報）　副専攻科長：佐藤圭祐（電気制御）　副専攻科長：秋口俊輔（電子情報）

混合学級連絡調整主幹　森田康文（一般教養） 混合学級連絡調整主幹　山本有希（一般教養）

エコデザイン工学専攻  制御情報システム工学専攻 国際ビジネス学専攻 海事システム工学専攻

3年・4年・5年
学年補佐

篠川敏行（電子情報）〇 岡本勝規（国際）

3年

由井四海（電子情報）〇 村山雅子（国際）

小熊　博（電子情報）



就職先 ( )内は人数

■電子情報工学科
（株）日本オープンシステムズ(2)、共同コンピュータ（株）、（株）KOKUSAI ELECTRIC、立山科学工業
（株）、日通システム（株）、（株）北銀ソフトウエア、YKK AP（株）、（独）国立印刷局、サントリープロダク
ツ（株）、三和工機（株）、（株）シオプロ、（同）DMM.com、日本システムワープ（株）、東日本旅客鉄道
（株）、（株）FIXER、（株）ビーネックスソリューションズ、（株）マイスターエンジニアリング、（株）牧野フライ
ス製作所、富士ソフト（株）、富士通ネットワークソリューションズ（株）、（株）明和eテック、関西電力（株）

■国際ビジネス学科
富山県庁(3)、YKK（株）(2)、経済産業省(2)、国土交通省(2)、三耐保温（株）、（株）東洋電制製作所、
富山県警察、（株）不二越、北陸電力（株）、（株）ワシントン靴店、外務省、コネクシオ（株）、（株）JALス
カイ、東京大学職員、（株）Life Foundation、（株）クスリのアオキ、（株）エヌディーシージャパン

■商船学科
（株）朝日工業社（2）、日本海曳船（株）(2)、福寿船舶（株）(2)、新日本海フェリー（株）(2)、日広冷熱
（株）、旭海運（株）、川崎汽船（株）、川崎近海汽船（株）、共栄マリン（株）、（株）クルーズプラネット、
五栄土木（株）、商船三井オーシャンエキスパート（株）、（株）ダイトーコーポレーション、日本郵船（株）、
日本海運（株）、日本通運（株）、明和タンカー（株）、ＪＸオーシャン（株）、太洋産業貿易（株）、第一中
央内航（株）、（株）辰巳商會、日東物流（株）、ニッスイマリン工業（株）

■専攻科 制御情報システム工学専攻
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構（KEK）技術職員、アジアクエスト(株)、ソニー
（株）、(株)東京ウエルズ、富士電機（株）、(株)メトロ、（株）明和eテック、

■専攻科 海事システム工学専攻
YKK（株）、日本通運（株）

次のステージへの期待 校長 賞雅寛而

このたびの新型コロナウイルスの騒ぎの中、学内外の皆様のご協力を得て、令和元年度の卒
業証書・修了証書授与式を短縮ながらも無事挙行させていただきましたことは、私共教職員に
とって大きな喜びです。
令和元年度本科卒業生ならびに専攻科修了生の皆さん、誠におめでとうございます。
本校において、卒業生並びに修了生の皆さんが自らを絶えず律し志を高く持ち続け、絶えず
自分の学業及び研究の目標・方向性・今後の展開・波及効果などを自問自答しながら進まれ
てきたことに、そしてここにめでたく卒業および修了を迎えられましたことに深く敬意を表し、また
ご指導の先生方とともに本校の発展を担っていただいたことに御礼申し上げます。
本校は国際性豊かな学びの場であり、国際感覚を身につけることができる環境を常に提供し
ていますので、皆さんは国境や宗教を越え、より広い視野に立って勉学に励み、良き友人を得、
素晴らしい学生生活を送られたことでしょう。
ここで引き続く50年、もしくは100年、ともに今後一層激しくなると予想されている急速な経済
的・社会的変化に対応し続けていくためには、産業活性化に見せてきた先達の姿勢を踏襲しつ
つ若い世代が社会において世代交代をしていかなければなりません。

卒業生・修了生の皆さんがその若い世代の一人として、本校で学んだ技術、問題解決能力そしてコミュニケーションの成果を
礎として、我が国、アジアそして世界に羽ばたき挑戦し活躍することを、そしてまたしっかりした家庭を持ち家族と一緒になって持
続的に発展する安心・安全な社会の実現に貢献することを、校長として期待しています。
しかしながら社会では自分の計画通りに進まないケースも多々生じ、結果として挫折・後悔を味わわなければならないことも
あるかもしれません。これまで皆さんとともに歩んできた友人諸氏、ご家族の方々ばかりでなく、本校教職員はこれからも卒業
生・修了生の皆さんのサポーターであり続けます。何かあったら、本校を振り返ってください。
皆さんが、これまでの本校における経験を活かし、またこれらのサポートを得て、困難を乗り越えさらに成長されることを、また
トップレベルの科学技術を学んだ者としての責任を次のステージで果たしていかれることを、教職員一同、心から願い惜別の
辞といたします。

選択肢を拡げる選択を

皆さん、卒業おめでとうございます。早速ですが、様々な進路を選んだ皆さんに、担任として最後の説教を行います。内容はタイトルのとおり、常
に人生の選択肢を増やす心がけを持ってほしいということ。「お金がたくさんあれば、色々なものが買える」ように、選択肢の多さは豊かさ、余裕そ
のものです。しかし大量のお金を持っていても、選択肢の先の険しい道を進めなかったり、自身の置かれた状況を冷静に把握できていなかったり、
そもそも選択肢の存在を感知できなかったりであれば、まさに宝の持ち腐れです。そこで重要になるのが「健康」「教養」「信頼」の３要素です。こ
れらをバランスよく、粘り強く育て続けてください。選択肢を故意に削ってくる輩には用心を。また、「逃げる」の選択肢は絶対に放棄しないこと。退
路の確保は戦術の基本で、恥ではありません。むしろ勇気ある選択です。
最後になりましたが、皆さんの今後の活躍を祈念し、説教を終わります。それでは、よい選択を。

空へ飛び立つとき

専攻科修了生の皆さん、修了おめでとうございます。専攻科修了生は本科の卒研や専攻科での特別研究、そして学会の講演会などで、研究
者になるための経験を十二分にこなしてきました。「チャレンジして失敗を恐れるよりも、何もしないことを恐れろ。」これは本田宗一郎の言葉です
が、修了式にあたって、私が皆さんに一番贈りたい言葉であります。
さて、７年間の高専生活を送る中で同級生たちが就職して社会で活躍する姿を横目で見ながら、学校で授業を受けている自分に焦りを感じ

た方もいたかもしれません。
「もし、木を切り倒すのに6時間与えられたら、私は最初の4時間を、斧を研ぐのに費やすだろう。」これは第16代合衆国大統領エイブラバム・リ

ンカーンの言葉だそうです。高専生活の７年間、皆さんはしっかり斧を研ぎあげました。皆さんの斧は間違いなく素晴らしい切れ味になっています。
明日からはこの斧でばっさばっさと木を切り倒してください。

卒業おめでとうございます

ご卒業おめでとうございます。４・５年生の2年間にわたり担任として皆さんの学生生活に関わってきました。50名を超える人数の多いクラスで、
「十人十色」という四字熟語がありますが、さらにその5倍を超える色とりどりのクラスでした。高専での学生生活を振り返って、皆さんが一番力を
入れて取り組んだ事は何でしょうか。卒業研究、進路、部活動、寮生活、試験など時には困難な事もあったと思いますが、皆さんはそれらを乗り越
え卒業の日を迎えることとなりました。春から新生活が始まります。新たな環境で初めて経験することも多くなりますが、これまでに得た経験や知
識を活かし、時には一旦立ち止まって考え、時には周囲に頼りながら一歩一歩前に進んでください。そしてそれぞれの場所で各々がより一層鮮や
かに咲き誇る事を期待しています。

電子情報工学科卒業生の皆さん
卒業おめでとうございます。

4年次から担任を務め、工場見学や進路相談などのさまざまな機会を含め皆さんと過ごしたこの2年間は私にとってたいへん充実したもので
した。振り返ってみると、これだけ個性豊かな学生がいたにも関わらず、(もちろん不測の事態もありましたが、)皆さんとの関係も良好で全体を通
して担任として頭を抱えるようなことはありませんでした。これもひとえに皆さん一人一人が学生としてやるべきことを自分自身の力で全うしてき
たからだと思っています。そのことをたいへん嬉しく感じるとともに、級長をはじめ、すべての元I5学生に感謝を伝えたいと思います。ありがとうござ
いました。これからもその状況に応じて自分のなすべきことを自覚し、それを全うしていくことを願っています。
最後に、ホームルームの時間で何度も繰り返していたので忘れることはないと思いますが、Just do it そして、オバマ前大統領の言葉を改変し

この言葉を贈ります。Yes you can そこに信念がある限り。

卒業する君たちへ

今年の冬は雪が少なく、気がつけばもう3月です。昼間、吹いている風も、ほんの少しですが温かみを感じるようになり、君たちが富山高専から
旅立つ時がきたようです。どのような5年間だったでしょうか？ きっと楽しいことばかりではなく、辛いこともいくつかあったかもしれません、しかし、
君たちはそれらを乗り越え、卒業を迎えることができました。この5年間で学び、経験した多くの事柄や出会った友人達は、人生にとって大きな財
産となったはずです。4月より新しい生活が始まり、そこでは多くの困難に直面するかもしれません。しかし、この富山高専で学んだ君たちなら、そ
の困難に立ち向かい、克服できるものと確信しています。私は他の先生方と同様に、君たち自身が各々希望する人生を歩めるように、これからも
応援していこうと思っています。卒業おめでとう！

就職活動を終えて

私は就職活動を通して、自己分析をしっかり行うべきだと感じました。私は就活当初、自己分析をしっかり行っていなかったため、合同企業説明会
等に行っても、ただ話を聞いて帰るという状況でした。そのため、自分はどのような企業で働きたいのか全く分からず、焦っていました。また、履歴書等
は自己分析をしたうえで書くため、とても大変な思いをしました。このような思いをしないためには、就職活動が始まる前に自己分析を丁寧に行うこと
をお勧めします。さらに、部活や勉強など何か一つでも一生懸命頑張ったことがあれば、面接時の話題作りになるため役立つと思います。何事にも早
めに少しずつ行うことが大切です。

令和２年３月１０日（火）、富山市芸術文化ホール（オーバード・ホール）
にて、卒業証書・修了証書授与式を挙行しました。
残念ながら、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、出席者は213名
の本科卒業生、28名の専攻科修了生、保護者、来賓、校長、副校長、主事、
専攻科長、各学科長、5年生担任他、若干の関係教職員に限定され、在校
生の出席は見送られました。式自体も全体で20分ほどに短縮され、卒業
生・修了生の答辞、在校生の送辞などは文書配布での披露という形で行
われました。
賞雅寛而校長は告辞において、保護者への謝辞を述べた上で、本校か
ら「社会に大きく踏み出すこと、次のステップに着実に進み出すことに大き
な喜びを感じています」と述べて卒業生・修了生を激励し、巣立ちの時を
祝福いたしました。

就職活動に向けて

私は、電力業界を志望し、内定を頂くことができました。無事、就職活動を成功させることができた理由をお話したいと思います。
まず、1つ目は人生の計画を考えたことです。人生の計画と言っても、簡単な内容で10年、20年後にどうしたら自分は落ち着いた生活をできるか

なと考えました。この内容は、人それぞれ自分の価値観しだいだと思います。
2つ目は、人とのつながりです。友人、先生方、家族そして会社の人事の方々などから、色々な意見をもらうことが進路選択で大切であったと思いま

す。また、低学年の学生は進路の情報が入りにくいと思います。そんなときは、身近な先輩や先生に聞いてみることをお勧めします。

廃炉ロボコンに参加して

自分が就きたい職業や学びたい学問について明確にビジョンを持っている人は少ないと思います。私は４年の後期までまったく受験勉強や企業研
究をせずに過ごしていました。5年生になって卒業研究のテーマとして廃炉ロボコンに参加するロボットを製作することになりました。ロボットを製作す
ることは初めての経験だったので、最初は戸惑いましたが、指導教員や先輩方、同期の助けもあり何とか動くものを作ることができました。廃炉ロボコ
ン本番ではあまり良い結果は出せませんでしたが、このロボット製作の経験で、ものを作る楽しさや、知識の重要性を感じることができました。専攻科
へ進学してもこの経験を生かして、勉学に励みたいと思います。

就職体験記

私が就職活動を開始したのは、4年生の3月頃です。高専から就職する時は推薦応募がほとんどですが、私は自由応募を選びました。自由応募の
場合、多くの企業の選考を同時に受けることができます。しかし、ライバルが多いため受かりにくい、複数の企業のエントリーシートや工場見学を同時
進行で行わなければならないなど、苦労することも多いです。その中で私が一番大切だと感じたのは、就職活動において自分が何を重視するのかを
明確にしてから、できるだけ多くの会社を見学することです。これにより、エントリーシートを書く際にも他社との比較がしやすくなります。就職活動は大
変だと思いますが、自分を見つめ直すいい機会になるので自信を持って頑張ってください。

継続は力なり

私は、本科、専攻科を通じて放射線計測に関する研究を行ってきました。研究を進め知識を深めるとともに学会発表やインターンシップ、海外での
研修等でさまざまなことを経験する中でより深く放射線計測について学びたいと思い、大学院進学を決意しました。しかし、いざ受験勉強を始めても
科目によっては全くわからず、なかなか思うようにいきませんでした。それでも、少しずつ理解を積み重ねていき、無事合格することができました。
すぐには到達できない目標でも、地道に努力を積み重ねていけば、それを達成できるだけの力が身に付く。そのことを私は高専での研究活動で学

びました。進学後もその精神を忘れず、様々なことに挑戦し自身の糧にしていきたいと思います。

継続力と感謝の大切さ

私は、富山高専で５年間陸上競技に打ち込んでいました。私は、キャプテンとしてチームを引っ張ってきました。キャプテンとして、陸上競技部の部員
全員に共通する目標を設定する必要がありました。その目標は、全国高専大会２連覇です。この目標を達成するために、日々の練習は厳しく、途中で
やめてしまう部員もたくさんいました。しかし、私は最後まで諦めずに練習に取り組みました。その結果として、目標としていた昨年の全国高専大会で
2連覇を達成することができました。この目標を達成するために、ご指導頂いた顧問の先生、選手のサポートに努めたマネージャーの皆さん本当にあ
りがとうございました。お陰で、陸上競技を力一杯楽しむことができました。
陸上競技からは最後まで諦めず取り組む継続力、周りの人々に対して感謝の大切さを学びました。陸上競技は私の人生において非常に良い思い

出となり、これからは陸上競技で培ったものを活かしていきます。

人生を楽しむための力を養えた7年間

7年間の高専生活を振り返ったとき、自身の成長が浮かんできました。その中でも、視野が広がったことと行動力がついたことが自分にとって大き
な力となっています。高専には変わった考えの先生や学生が多く在籍しています。また、留学生のような違う文化で育った人とも出会えます。こういっ
た人々と触れ合う機会が多いことで、様々な考え方を吸収でき、視野が広がりました。また、高専生活では研究や実験で自主的に行動することが試
されます。このおかげで、行動力を養っていくことができました。高専生活では視野を広げ、その視野を持って行動する力をつけることができました。こ
れを活かして、これからの人生を楽しんでいきたいと思います。

卒業生・修了生進路一覧 （令和元年度）卒業生担任・副専攻科長からのメッセージ卒業生・修了生からのメッセージ卒業証書授与式・修了証書授与式

好奇心を持って人生を楽しもう

卒業おめでとうございます。高専での5年間の学生生活を終え、無事卒業を迎えることができたことはそれだけでも素晴らしいことです。そして
就職、もしくは進学をして卒業後の新たな生活が始まりますが、学校で学んだことは「すぐに役立つ知識を覚える」だけではありません。好奇心を
持って物事を広く見て、深く考えるための方法を学ぶことによって知識を実際の問題に活かすことができるようになっているはずです。このことは
仕事だけでなく楽しくやりがいを持って人生を生きていくためにも役立ちます。私が学生だった頃、日常では必要ない一般相対論はGPSの利用
に必要な理論となり、生きている間には観測されないと思っていた重力波が観測され、作れるとは思えない量子コンピュータも私の予想を裏切る
勢いです。好奇心を持って仕事、趣味に向き合うことによって皆さんが私の予想を超えたものを作り、私も予想がつかない楽しい生き方をすること
を期待しています。

電気制御システム工学科５年担任 / 藤崎明広 / 本郷キャンパス

物質化学工学科５年担任 / 森 康貴 / 本郷キャンパス

電子情報工学科５年担任 / 由井四海 / 射水キャンパス

国際ビジネス学科５年担任 / 村山雅子 / 射水キャンパス

副専攻科長 / 佐藤圭祐

機械システム工学科５年担任 / 池田英俊 / 本郷キャンパス機械システム工学科 / 梅次琢朗 / 本郷キャンパス

電気制御システム工学科 / 由井秀弥 / 本郷キャンパス

物質化学工学科 / 立花萌々香 / 本郷キャンパス

電子情報工学科 / 駒井宏至 / 射水キャンパス

専攻科エコデザイン工学専攻 / 山岸恵太 / 本郷キャンパス

国際ビジネス学科 / 井川由莉子 / 射水キャンパス

専攻科制御情報システム工学専攻 / 米澤智貴 / 射水キャンパス

令和元年度表彰者一覧 功労賞・独立行政法人国立高等専門学校機構学生表彰・学会賞

この7年間、かけがえのない出会いや多くの経験に恵まれ、今日この修了の日まで歩むことができました。このような実りのあ
る学生生活を送ることができたのは、教職員の皆様のご指導、仲間の協力、家族の支えのおかげと、本当に感謝しています。
4月から私たちは、大学院生や社会人として、新しい一歩を踏み出します。本校で培った知識や技術、仲間たちと作り上げた
思い出はどれも尊く、この後の足取りひとつひとつを確かなものにしてくれると思います。7年間富山高専で培った知識や技術
を活かして、社会に貢献できるよう、たゆみない挑戦と成長を続けて参ります。
最後になりますが、修了生一同、本校の益々のご発展と、ご来賓の皆様、そして教職員ならびに在校生の皆様の、今後のご健
康とご多幸をお祈りして、答辞とさせていただきます。

本郷キャンパス

射水キャンパス

※学科略称 Ｍ：機械システム工学科 Ｅ：電気制御システム工学科 Ｃ：物質化学工学科 Ｉ：電子情報工学科 Ｋ：国際ビジネス学科 Ｓ：商船学科

<学業優秀賞>

5M 三谷祥大 5E 石倉優資 5C 水上真菜 I5 中村紀香 K5 釈永 悠 専攻科エコデザイン2年 嘉藤幹也 専攻科制御情報2年 小西朋春

<特別賞>

5M 梅次琢朗(学生会長) K5 川上真菜佳(学生会長) 5M 嶋田慧斗(寮生会総代) K5 難波宇大(学寮会長)

<スポーツ賞>

○団体A表彰 射水キャンパス陸上部 (全国高等専門学校体育大会男子総合1位/女子総合1位)

○全国高等専門学校体育大会柔道競技 5C 本田和香奈(女子63㎏級2位) S2 池原直哉(男子60kg級2位) 1C 竹津こころ(女子48kg級3位)

○全国高等専門学校体育大会陸上競技 I5 駒井宏至 (男子4×100mリレー1位/男子4×400mリレー2位) K5 飯野結貴(女子円盤投1位/女子砲丸投2位) 

K5 明歩谷七海(女子4×100mリレー1位) I4 片山 哲(男子円盤投3位) I4 舘田瑛史(男子砲丸投1位/男子円盤投1位) I4 南保陸駆(男子4×400mリレー2位)

S4 五十嵐晴紀 (男子100m1位/男子4×100mリレー1位/男子4×400mリレー2位) S4 曽場建太(男子走高跳2位)

I3 谷口 響 (男子200m1位/男子400m1位/男子4×100mリレー1位/男子4×400mリレー2位) I3 萩中七海(女子4×100mリレー1位)

S3 五十嵐海翔(男子4×100mリレー1位) I2 関藤瑞紀(女子200m3位/女子4×100mリレー1位) I2 直井保乃花(女子100mH1位/女子走幅跳1位/女子4×100mリレー1位)

○全国高等専門学校体育大会水泳競技 K4 江口早耶(女子4×50mメドレーリレー2位) S4 甲谷 葵(女子100m平泳ぎ1位/女子4×50mメドレーリレー2位)

3C 石田悠人(男子200m平泳ぎ1位/男子100m平泳ぎ2位) S2 林 美羽(女子4×50mメドレーリレー2位) 1M 高井紅弥(男子200m背泳ぎ1位/男子200m個人メドレー1位)

S1 梅村 彩(女子4×50mメドレーリレー2位)

<文化賞>

○全国高等専門学校将棋大会 ・団体 囲碁・将棋部 (男子団体3位) 4E 橋本竜大 4C 吉田直生 3E 本田一期 ・個人 3C 小竹佑佳(女子個人優勝)

○全国高等専門学校英語プレゼンテーションコンテスト ・団体B チーム部門2位 K4 高見綾汰朗 K4 長谷川愛 K4 若林寧音 ・個人 シングル部門第2位 K5 ハイトワ ムニスホン

<功労賞>

・卓越した学生 専攻科制御情報2年 小西朋春 専攻科エコデザイン1年 岡嶌夏輝 4C 橋本康平 I4 舘田瑛史

・学生会活動 4M 小林 栞 4M 重原隆志 4E 小善惣太 4E 髙稲大智 4E 髙橋和希 4C 橋本康平 I4 黒田拓杜 K4 小坂毎惠 K4 栗原真菜 K4 能登恵美子

S4 松生愛海 K3 須和桃子

・寮生会活動 4M 東海尚希 4E 砂子隼彈 4C 浅川凜太 4C 豊永弥希 ・学寮会活動 I4 片山 哲 I4 嶋﨑 凌 K4 星野朱香 S4 戸田藍璃

<独立行政法人国立高等専門学校機構学生表彰>

専攻科制御情報2年 篠崎 蓮

<学会賞>

・日本機械学会畠山賞 5M 三谷祥大 5E 穴見涼寧 ・電気学会北陸支部優秀学生賞 5E 金原光尊 ・日本電気技術者協会北陸支部優良卒業生 5E 仲田健人

・計測自動制御学会北陸支部優秀学生賞 5E 石倉優資 ・映像情報メディア学会北陸支部優秀学生賞 5E 堀江駿平 I5 矢野菜摘

・日本化学会近畿支部 第22回工業高等専門学校生化学研究発表会支部長賞 5C 濱住和加 5C 長谷有絃 ・情報処理学会北陸支部優秀学生賞 I5 舟根あいか

・電子情報通信学会北陸支部優秀学生賞 I5 藤田 壮

就職先 ( )内は人数

■機械システム工学科
YKK（株）(2)、協和ファーマケミカル（株）、昭和電工セラミックス（株）、スギノマシン（株）、中田鉄工所
（株）、日本ゼオン（株）、ミユキ化成（株）、リードケミカル（株）、YKK AP（株）、サントリースピリッツ（株）、
成田空港給油施設（株）、出光興産（株）、キリンビール（株）、SUBARUテクノ（株）、富士フイルムビジネ
スエキスパート（株）、セイコーエプソン（株）、三菱電機エンジニアリング（株）、ダイキン工業（株）

■電気制御システム工学科
北陸電力（株）(4)、クラシエ製薬（株）、（株）KOKUSAI ELECTRIC、成和システムエンジニアリング（株）、
立山科学グループ、（株）日本空調北陸、ファインネクス（株）、富士通エフサス北陸カスタマサービス
（株）、北銀ソフトウエア（株）、北陸電気工業（株）、日本原子力研究開発機構、日本オーチス・エレ
ベータ（株）、三菱電機ビルテクノサービス（株）、セイコーエプソン（株）、（独）国立印刷局、浜松ホトニク
ス（株）、パナソニック（株）アプライアンス社

■物質化学工学科
協和ファーマケミカル（株）、クラシエ製薬（株）、十全化学（株）、大和薬品工業（株）、立山製薬工場
（株）、東亞合成（株）、富山小林製薬（株）、日東メディック（株）、北陸電気工業（株）、YKK（株）、サン
トリースピリッツ（株）、（株）三井化学分析センター、出光興産（株）、サントリープロダクツ（株）、デンカ
（株）、東京都下水道サービス（株）、モラブポデモス（株）、（株）資生堂、花王（株）

■専攻科 エコデザイン工学専攻
（株）KOKUSAI ELECTRIC、（株）富山環境整備、富山中央青果（株）、（株）富山富士通、住友化学
（株）、サントリープロダクツ（株）、SUBARUテクノ（株）、（株）マイスターエンジニアリング

進学先 ( )内は人数

■機械システム工学科
富山高専専攻科(6)、東北大学、秋田大学、東京農工
大学、新潟大学(2)、長岡技術科学大学(2)、富山大学
(2)、金沢大学(2)、名古屋大学、京都工芸繊維大学、
岡山大学

■電気制御システム工学科
富山高専専攻科(11)、群馬大学、横浜国立大学、長岡
技術科学大学(2)、名古屋大学、早稲田大学

■物質化学工学科
富山高専専攻科(9)、東北大学、千葉大学、新潟大学
(2)、富山大学、金沢大学(2)、名古屋工業大学、奈良
女子大学

■専攻科 エコデザイン工学専攻
東京工業大学大学院(5)、長岡技術科学大学大学院、
富山大学大学院、北陸先端科学技術大学院大学、名
古屋大学大学院、富山県立大学大学院

進学先 ( )内は人数

■電子情報工学科
富山高専専攻科(13)、宇都宮大学、長岡技術科学大学、
金沢大学(2)、静岡大学、豊橋技術科学大学、広島大学、
熊本大学、鹿児島大学

■国際ビジネス学科
富山高専専攻科(5)、北海道大学、埼玉大学(2)、お茶
の水女子大学(2)、東京外国語大学(2)、新潟大学、富
山大学(2)、名古屋大学、滋賀大学(2)、大阪大学、神戸
大学(3)、鹿屋体育大学、駒澤大学、日本大学、大阪経
済大学、富山クリエイティブ専門学校

■商船学科
富山高専専攻科(5)、東京海洋大学、神戸大学(2)

■専攻科 制御情報システム工学専攻
東北大学大学院、金沢大学大学院、豊橋技術科学大
学大学院

専攻科修了生代表 答辞 エコデザイン工学専攻 岩折 葵

冬の寒さも和らぎ、日を追うごとにますます春めいてまいりました。本日は、このように式典を挙行して
いただき、誠にありがとうございます。また、ご多忙の中ご出席くださいましたご来賓の皆様、校長先生
をはじめ諸先生方、ならびに関係者の皆様に、修了生一同を代表し、心よりお礼申し上げます。
私たちは7年前の春、高専生としての最初の一歩を踏み出しました。何もかもが新鮮で、心躍った
日々がつい昨日のことのように思い出されます。その日々は私たちに知識だけではなく大切な友人との
時間や人間としての成長を与えてくれました。
本科4年生の時、今日と同じこの場所で私は、在校生代表として送辞を読みました。その時私は、
様々な活動に懸命に取り組んでおられた先輩方の姿が憧れであり目標であったと言いました。
憧れた先輩方のように成長するために進学した専攻科では、本科生だった頃よりも一層真剣に講義
や研究活動に取り組むことで、憧れの先輩方に近づくと同時に、様々な経験を得ることができました。
専攻科で得られた経験は、専門分野の知識の深化をもたらしてくれました。また、専攻の垣根を超えた
講義では、お互いの知識や考えを共有することにより、専門分野を超えて知識を広めることができまし
た。様々な都道府県・海外でのインターンシップや研究活動の経験は、自らの進路について深く考える
きっかけとなり、今後の目標を示してくれました。

令和元年度表彰者一覧 学業優秀賞・特別賞・スポーツ賞・文化賞

その他 1

※令和元年度の専攻科国際ビジネス学専攻の修了生は0名である。

⑥⑤④③

卒業予定者 就職予定者 進学予定者 その他

電子情報工学科 46 23 22 1
国際ビジネス学科 51 22 27 2

商船学科 36 27 8 1
合計 133 72 57 4

制御情報システム工学専攻 10 7 3 0
海事システム工学専攻 3 3 0 0

合計 13 10 3 0

本
科

専
攻

科

卒業予定者 就職予定者 進学予定者 その他

機械システム工学科 40 20 20 0
電気制御システム工学科 37 20 17 0

物質化学工学科 39 19 19 1
合計 116 59 56 1

エコデザイン工学専攻 18 8 10 0

合計 18 8 10 0

本
科

専
攻
科
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